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抄録

近年、当初無歯顎用いられたデンタルインプラントが部分欠損歯列に
も応用される様になった。その後歯周病患者にもデンタルインプラント
が応用され始めた。歯周病患者では歯槽骨の喪失によりインプラント
の埋入自体困難な場合が多い。これに加え歯周病患者では口腔内の
細菌叢の問題によりインプラント周囲炎の発生率がより高いことが報告
されている。インプラント先進国であるスウェーデンでは埋入されたイン
プラントの約１２％、患者の約28％がインプラント周囲炎に罹患している
との報告もあり社会問題になりつつある。

ひとたびインプラント周囲炎になると現在のところ炎症のコントロール
の方法のみならずインプラント周囲炎で失われた骨欠損を完全に再生
する術式が見つかっていない。歯周病患者へのインプラント応用を念
頭に置いて“インプラント周囲病変への対応”について症例を呈示する
と同時に文献考察に加え私見をのべてみたい。
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